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◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は
　交換させて頂きます。但し、正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の
　費用は対象となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・この度は、当パーツをお買い上げ頂きまして有り難うございます。
・このキットは、２５０ｃｃから２７７ｃｃへ、ボアアップ出来るピストンキットです。ノーマル圧縮比９．３から１１へ圧縮比をアップさせて　
　います。
・武川のオリジナル設計で、アメリカ・ワイセコ社製造のアルミ鍛造ピストンです。排気量アップにより約１５％のパワーアップが可能となります。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎この製品は、クローズドコース専用部品です。この製品を取り付けての一般公道での使用は出来ません。
　一般道路でご使用される場合は、軽二輪から小型二輪への登録変更が必要となります。
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が生じても、当製品以外の保証は、一切負いかねます。
◎ご使用前に必ずこの取扱説明書をよく読み、内容をよくご理解下さいますようお願い致します。

◎取り付け前に必ず商品をお確かめ下さい。万が一お気付きの点がございましたらお買い求め頂いた販売店にご相談下さい。
◎当キットを使用するにあたり、純正サービスマニュアルが必要となります。ご用意下さいますようお願い致します。
◎当キットを使用するにあたり、シリンダーボーリング加工が必要となります。加工は、内燃機専門店又は、バイクショップ及び当社宛てにご相談
　下さい。
◎当キットを取り付けるにあたり、ガスケット等付属させていない物がありますので、新品部品をご用意して頂きますようお願い致します。
　又、老化の激しい部品は、そのまま使用せず必ず、新品に交換して下さい。
　別途必要純正ガスケット品番　ヘッドカバーガスケット：１２３９１―ＫＲ６―０１０
◎当社にシリンダー加工を依頼される場合、当製品のピストンもご同封の上お送り下さい。
◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。

商品番号

適応車種

：０１―０２―０９１６（フレーム番号 MD30-1500001 ～）

：０１―０２―０９１８（フレーム番号 MD30-1000001 ～ 1499999）

：ＸＲ２５０　（ＭＤ３０）

 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。　　（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。　　（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。　　（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。
　　（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・技術・知識等が無い方は、作業を行わないで下さい。　　（部品破損等の原因により、転倒・事故につながる恐れがあります。）
 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。　　（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。　　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）

 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

φ７７ ２８０ｃｃ ボアアップ　ピストンキット　取扱説明書
（クローズドコース専用）
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～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～
○水平な場所で、車両をしっかりと安定させエンジン脱着作業を行います。
１．純正サービスマニュアルを参照し、エンジン
　　をフレームから脱着します。

２．純正サービスマニュアルを参照し、シリン　
　　ダーヘッド、シリンダーを取り外します。
　注意：カムチェーンテンショナーを固定させ
　　　　ることを忘れないこと。
・　　　カムチェーンテンショナーのウエッジ
　　　　Ｂをマイナスドライバー等で押し込み、

　　　　ウエッジＡをプライヤー等で引き上げ
　　　　２ｍｍ穴にピンなどを差込み、カム　
　　　　チェーンテンショナーを固定しておき
　　　　ます。

３．取り外した、シリンダーを同梱のピストン

　　に対してピストンクリアランスが、５／
　　１００～７／１００に合わせ、シリンダー
　　ボーリング加工を行います。
　　（加工は、内燃機専門店又は、バイクショッ
　　 プにご依頼下さい。）

４．ピストンにピストンリングを取り付けます。
　　ピストンリング溝をエアーブローします。

　　ＯＩＬリングのエキスパンダーを取り付け両
　　サイドにサイドレールを取り付けます。
　　２ＮＤリング及びＴＯＰリングの文字が入っ
　　ている方を上にして取り付けます。
　注意：ピストン及びピストンリングを傷つけた
　　　　り、破損させないこと。
　　　　ピストンリング（ＴＯＰ，２ＮＤ）は、必
　　　　ずマークの有る方を上にし、取り付ける
　　　　こと。

　　　　取り付け後、リングがなめらかに、回転す
　　　　る事を確認すること。
　　　　リングの合口は、図の様１２０度間隔で
　　　　取り付けること。

５．片側のピストンピン穴のサークリップ溝に、　

　　サークリップを取り付けます。

６．コンロッド小端部、ピストンピン穴にエンジ
　　ンオイルを塗布し、ピストンピンにモリブ

　　デングリスを塗布し、ピストン頭部にある
　　→をエキゾースト側に向け、ピストンピン
　　を取り付けます。

７．ピストンピンサークリップ溝にピストンピ
　　ンサークリップを取り付けます。
　注意：ピストンピンサークリップをクランク
　　　　ケース内に落とさない様、クランク　
　　　　ケース開口部をウエス等でふさぐこと。

８．クランクケースのシリンダー取り付け面を
　　清掃します。

番号 商　品　内　容 数量
１ ピストン １
２ ピストンピン １
３ ピストンサークリップ ２
４ ピストンリングセット １
５ シリンダーガスケット １
６ シリンダーヘッドガスケット １

トップリング
120°

サイドレール

120°

60° 60°

エキスパンダー

120°

セカンドリング

ウエッジＡ

ウエッジＢ

ピン ＥＸ

① ②

③

④

⑤

⑥
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９．クランクケースにキット内の新品のシリン
　　ダーガスケット、ノックピンを取付けます。

１０．ピストンリング部に、エンジンオイルを塗
　　　布し、なじませます。

１１．清掃したシリンダー内周部にエンジンオ
　　　イルを塗布し、ピストンリングを指で圧
　　　縮しながら、シリンダーを取り付けます。

１２．シリンダーボルトのネジ部及び座面部に
　　　エンジンオイルを塗布し、２～３回に分
　　　けて、対角に規定トルクまで締め付けま
　　　す。
　　　６ｍｍボルトを規定トルクまで締め付け

　　　ます。
　　　トルク
　　　　シリンダーボルト
　　　　：３９．２Ｎ・ｍ（４．０ｋｇｆ・ｍ）
　　　　６ｍｍボルト
　　　　：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

１３．カムチェーンガイドの突起をシリンダーの
　　　切り欠き部に合わせます。

１４．シリンダー上面を清掃します。

１５．ノックピン、キット内のシリンダーヘッドガ
　　　スケットを取り付けます。

１６．シリンダーヘッドを取り付け、１０ｍｍシリ
　　　ンダーヘッドボルト／ワッシャのネジ部及
　　　び座面部にエンジンオイルを塗布し、２～
　　　３回に分け規定トルクまで締め付けます。
　　　６ｍｍシリンダーヘッドボルトを規定トル

　　　クまで締め付けます。
　　　トルク
　　　　１０ｍｍシリンダーヘッドボルト
　　　　　：３９．２Ｎ・ｍ（４．０ｋｇｆ・ｍ）
　　　　　６ｍｍシリンダーヘッドボルト
　　　　　：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

１７．テンショナープレートのラバー部をカム
　　　チェーンテンショナーに確実に取付け、　
　　　シリンダーヘッドにカムチェーンテン　
　　　ショナーボルトで取付け規定トルクまで
　　　締め付けます。
　　　トルク　
　　　　カムチェーンテンショナーボルト

　　　　：１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

１８．オイルパスパイプジョイントを、オイルパ

　　　スパイプジョイントボルト、シーリング
　　　ワッシャを用いて取り付け規定トルクま
　　　で締め付けます。
　　　トルク　
　　　　オイルパスパイプジョイントボルト
　　　　：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

ボルト６ｍｍ

ボルト１０ｍｍ／ワッシャ

１９．シリンダーヘッドにカムシャフトベアリ

　　　ングセットピン、プランジャー／スプリ
　　　ングを取り付けます。
　　注意：プランジャー／スプリングをケース
　　　　　内に落とさない様注意すること。

カムチェーンガイド

ボルトセットプレート

プランジャー／スプリング

セットピン
ボルト／ワッシャ１０ｍｍ

ボルト６ｍｍ
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〒５８４－００６９
　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７
FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp

３４．安全な場所でエンジンを始動させ、異音
　　　が無いか、確認します。

２２．カムスプロケットをカムチェーンに取り
　　　付けカムシャフトの山を上に向け取り付
　　　け、カムスプロケットのけがき線をシリ
　　　ンダーヘッド端面に合わせ取り付けます。

２３．カムスプロケットボルトのネジ部にネジ
　　　ロック材を塗布し、規定トルクで締め付
　　　けます。クランクシャフトを回し、カムッ
　　　スプロケットを１８０度反転させ反対側
　　　のカムスプロケットボルトのネジ部にネ
　　　ジロック材を塗布し規定トルクで締め付
　　　けます。
　　　トルク　
　　　　カムスプロケットボルト

　　　　：２０Ｎ・ｍ（２．０ｋｇｆ・ｍ）

２４．クランクケースカバーの合わせマークに合
　　　わせ（圧縮上死点）カムスプロケットのけが
　　　き線とシリンダーヘッド端面に合っている
　　　かを確認し、ウエッジＡに差し込んだピン
　　　を取り外します。

２５．シリンダーヘッドのヘッドカバー取り付
　　　け面を清掃します。

２６．ノックピン、新品のヘッドカバーガスケッ
　　　トを取り付けます。

２７．シリンダーヘッドカバーを取り付け、シリン
　　　ダーヘッドカバーボルトを取り付けます。

２８．８ｍｍシリンダーヘッドカバーボルトを規
　　　定トルクまで締め付けます。
　　　トルク　
　　　　８ｍｍシリンダーヘッドカバーボルト

　　　　：２３．５Ｎ・ｍ（２．４ｋｇｆ・ｍ）

２９．６ｍｍシリンダーヘッドカバーボルトを対

　　　角に、２～３回に分けて規定トルクまで締
　　　め付けます。
　　　トルク　
　　　　６ｍｍシリンダーヘッドカバーボルト
　　　　：１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

３０．シリンダーヘッドカバーのバルブホール　
　　　キャップを取り外し、フライホイールのＴ
　　　マークとクランクケースカバーの合わせ　
　　　マークが、合っているか確認します。

３１．バルブアジャストスクリューとサブロッ
　　　カーアームとの隙間にシックネスゲージ
　　　を入れクリアランスを調整します。
　　　バルブクリアランス
　　　ＩＮ：０．１±０．０２ｍｍ
　　　ＥＸ：０．１２±０．０２ｍｍ

３２．純正サービスマニュアルを参照し、取り外
　　　しと逆順序で、エンジンをフレームに取
　　　り付けます。

３３．純正サービスマニュアルを参照し、取り外
　　　しと逆順序で、キャブレター及びエキ　
　　　ゾーストマフラーを取り付けます。

２０．クランクシャフトを反時計方向に回し、フ
　　　ライホイールのＴマークをクランクケー
　　　スカバーの合わせマークに合わせます。

２１．カムシャフトのベアリング部にエンジン
　　　オイルを塗布します。

ボルト

ウエッジＡ ピン

けがき線

合わせマーク

Ｔマーク

ハンガープレート

プラグキャップ
ブリ－ザー　
　　チューブ


